
例会報告
INDEX

2025-26 高田年度

It is the 40th year since 1986 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.

会長テーマ Be Together （変わらないために変わる）

会 長 挨 拶 高田 稔美会長

皆さんこんにちは。本日も例会にご出席いただきありがとうございます。前回以降も様々
な活動があり、まずはファシリテーター養成講座に参加された皆様にお礼を申し上げます。
ロータリーを改めて学び直し、互いに発言を交わしながら前向きな文化を築く重要な機会
となりました。また、14 日にはサテライトクラブとローターアクトクラブが同日開催で
事業を進め、財団委員会では 10 月 26 日の大きなイベントの準備が整ってきております。
会場がつくばということもあり、ぜひ会員皆様のお力添えをお願いしたいと思います。さ
らに、本日はニコニコボックスについて触れたいと思います。目標は会員一人当たり 3 万
円、総額 300 万円ですが、例会出席の難しい方や恥ずかしさから投稿を控える方もおられ、
過去の実績は 170 万円台に留まっています。奉仕活動を継続するには不足分を運営費から回さざるを得ず、将来の活動に影響を及ぼす恐
れがあります。今後は例会に参加できない方にも理解を求め、直接振り込みをお願いする方針を理事会に上程する予定です。どうか会員
の皆様には積極的にご協力いただき、この地域と国際奉仕のために力を合わせてまいりましょう。
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幹 事 報 告 五十嵐 徹幹事

●　地区野球大会：10月 5日開催。
	 練習があります。9月 26日石下球場、10月 1日さくら運動公園にて実施
	 練習後懇親会あり。
●　分区ゴルフコンペ：10月 10日開催。
	 参加者が不足しているため積極的な参加を呼びかけ。
●　世界ポリオデーイベント：10月 26日開催
	 つくばセンター広場で全体写真を撮影予定。
	 参加者にはタオルが配布され、ドローン撮影を実施。

卓 話 　 国 際 奉 仕 委 員 会 村上　義孝委員長
皆さん、こんにちは。本日は国際奉仕総括委員長として、私の担当である米山奨学事業、そし
て「この指とまれ」プロジェクトについて、少し時間をいただいてお話しさせていただきたい
と思います。

米山奨学事業の歩みと意義
　 まずは、米山奨学事業についてです。皆さんご存じの方も多いと思い
ますが、1952 年 に 始 ま ったこの事業は、日本のロータリーが誇る最大規
模の民間奨学金制度です。戦後間もない頃、日本が国際社会に再び仲間
入りしようという時代に、「留学生とロータリアンが直接触れ合い、互いを理解し合う」ことを目的として始まりました。
　単なる学費援助ではなく、カウンセラー制度を通じて日常的に交流し、日本文化を体験してもらう。そこに大きな特徴があるわけです。
今までに累計で2万 4,000名以上が奨学生となり、今では母国で大臣や大学教授、研究者、企業家として活躍している方も大勢います。そ
うした方々が、日本と母国の橋渡しをしてくださっている。それこそがこの制度の最大の成果なんですね。

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間

会長挨拶／幹事報告／村上国際奉仕委員長　米山記念事業・国際奉仕卓話／ニコニコ BOX　他
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現状と課題、寄付へのお願い

　ただし、現状を見ると課題もあります。寄付額に関しては全国の平均と比べて決
して楽観できる状況ではありません。衛星クラブの設立で母数が増えた一方、会員
一人当たりの寄付額は厳しい数字が出ています。
　また、応募者がどうしても中国籍の学生に偏ってしまう傾向があり、もう少し多
様性を持たせたいという声も上がっています。ここは私たちが寄付を通じて制度を
支え続けることで、より多くの国の学生にチャンスが広がると思っています。
　寄付は数字だけではなく「思い」の表れです。奨学生とロータリアンの出会いが、
将来の国際平和につながる。そのためにも皆さんにぜひ継続的なご支援をお願いし
たいと思います。

「この指とまれ」プロジェクトの広がり

　次に「この指とまれ」プロジェクトについてです。これは会員の誰かが「こうい
う支援をやりたい」と声を上げ、それに賛同するクラブが集まって実現していく仕
組みです。トップダウンではなくボトムアップ。まさに草の根の国際奉仕の形です。
　今年度は 7つのプロジェクトが進んでいます。例えば、

● 日立ＲＣ・下館ＲＣ	 	 ネパール教育支援
学用品の配布や学校施設の改善を行い、子どもたちが安心して学べる環境を整備

● つくば学園ＲＣ	 	 	 インドネシアの日本語教育支援
現地の教師研修や教材提供を通じて、日本語学習者の裾野を広げ、文化交
流を深化させる

● しもだて紫水ＲＣ	 	 	 フィリピン学用品支援
農村部の子どもたちへノートや鉛筆を提供し、教育機会の格差是正を図る

● 古河ＲＣ・古河東ＲＣ・古河中央ＲＣ	 東南アジアへの物資輸送
中古衣料や日用品を送り、生活基盤の改善に寄与

● 水戸南ＲＣ	 	 	 タイへの車いす寄贈
障がい者の自立と社会参加を後押しする取り組み。

● つくばサンライズＲＣ・土浦ＲＣ　マレーシア障がい者施設支援
現地の生活支援物資を提供し、地域社会の福祉を支える。

● 境ＲＣ	 	 	 	 モンゴル学校図書館支援
子どもたちに図書を届け、学習意欲の向上を図る。

どれも現地の生活や教育に直結する支援であり、小さな力を合わせれば大きな成
果になることを示しています。

現地体験のエピソード
　私自身、昨年インドネシアの現場を訪れました。そこで出会った学生が「日本語を学んで日本で働きたい」と言ってくれ
た。その目の輝きを見たときに、私たちの活動がただの支援ではなく「未来を切り開く希望」になっていると強く感じました。 
　また、フィリピンで子どもたちにノートや鉛筆を渡した時、彼らが本当に嬉しそうに抱きしめていた姿も忘れられません。
私たちからすれば小さな支援ですが、受け取る側にとっては人生を変えるほどの意味を持つのです。

今後への展望
　国際奉仕の醍醐味は、相手を助けると同時に、自分たちも学び、成長できることだと思います。支援を通じて私たちも世界
の現実を知り、共感する力を養う。それがやがて平和につながると信じています。
　最後に、皆さんにお願いしたいのは「一歩踏み出す勇気」です。寄付でもいいし、現地訪問でもいいし、若い人に声をかけ
ることでもいい。どんな小さな行動でも積み重なれば大きな力になります。
　ぜひ共に手を取り合って、ロータリーの名のもとに友情と希望の種をまいていきましょう。

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間
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塚越ローターアクト総括委員長からのお知らせ
 
10 月 26 日の世界ポリオデーイベントにおいて、つくば学園ローターアクトクラブがフ
リーマーケットを担当します。売れる物品であれば新品である必要はなく、会員各自の
協力をお願います。具体的な回収方法や期日については、次回以降改めて案内します。
どうぞ、宜しくお願いします。

ポールハリスフェロー記念品授与
2000ドル

石井　一　　会員
吉岡　隆久　会員

3000 ドル
宮川　健二　会員
下間　幹　　会員
塚越　俊祐　会員

4000 ドル
髙野　勝憲　会員
中山　正巳　会員
広瀬　貴之　会員

大堀ガバナー補佐からのお知らせ
皆さん、こんにちは。本日は、先日開催された第 2 回ブロック協議会について、大きな
議題としては、10 月 4 日に予定されている総括会議に向けた会員増強状況の報告があり
ました。各クラブから増員に関する発表があり、我がクラブは 5 名の増員を達成しており、
全体としては地区全体でプラスの成果が見込める状況です。大変心強い報告となりまし
た。
また、世界ポリオデー２８２０に関しては例会扱いとなり、つくばシティＲＣも例会扱
いで協力してくださることになりました。
さらに、フリーマーケットで出品された品物はそのままポリオ寄付に充てられる仕組みも紹介されました。
分区ゴルフの件ですが、10 月 10 日の予定を明けて頂き参加お願いします。
地区全体の活性化に向けた取り組みと、会員一人ひとりの協力が欠かせないのでご協力宜しくお願いします。

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間
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ニコニコボックス

喜びや感謝・楽しい思い出を仲間と分かち合い、奉仕にもつながるメッセージ

高田　稔美　会員	 	 ニコニコ BOXへのご協力よろしくお願いします。
大里　喜彦　会員	 	 高田会長、承知しました。これでおしまい！
村上　義孝　会員	 	 本日は、国際奉仕と米山についての卓話の機会を頂き、誠にありがとうございました！！
	 	 	 引き続き、がんばります！
鈴木　昌実　会員	 	 村上さん、卓話ありがとうございました。
齋藤　優美　会員	 	 いつもニコニコしてる人になりたいです。
塚越　俊祐　会員	 	 フリーマーケットへの商品提供をお願いします。（つくば学園ロータアクトが主幹で担当です）
田中　芳和　会員	 	 8 月の結婚記念日お祝いありがとうございました。
	 	 	 （平成 8年 8月 8日に入籍～令和 8年 8月までは・・・・・・・・・・・・・・・）（笑）
	 	 	 なんとか・・・・・
中山　正巳　会員	 	 女房孝行で 2度目の大阪万博に行ってきました。7月に行った時より混雑が激しく会場に入るのに
	 	 	 100 分待ち。しかも 9月なのに気温３５℃の猛暑日でしたが、始めて家内が喜んでくれたので Good ！
菅原　俊　　会員	 	 本日、私のライフワークである「薬物乱用防止教室」での講話の回数が大台に乗りました。
	 	 	 まだまだガンバりまーす。ニコニコ大賞ください♡

ニコニコBOXへのご協力よろしくお願いします

ニコニコボックスとは
ロータリークラブの例会でよく見られる「ニコニコボックス」とは、会員が自発的に寄付を行う仕組みのことです。小
さな募金箱や袋を用意し、例会の場で会員が「今日は嬉しいことがあった」「仲間に感謝したい」「記念日を迎えた」な

どの理由で寄付を入れるのが習慣になっています。

趣旨と目的
ニコニコボックスの最大の特徴は、寄付に理由を添えることです。例えば「記念日を迎えました」「子どもが就職しました」
「ゴルフでイーグルを出しました」など、日常の喜びや出来事をクラブ仲間と分かち合いながら奉仕につなげます。これ
により、会員同士の会話や交流が生まれ、和やかな雰囲気が広がります。

集まった寄付金は、クラブの奉仕活動や地域貢献、ロータリー財団への寄付などに役立てられます。つまり、笑顔の輪
がクラブ内だけでなく、地域や世界へ広がっていく仕組みなのです。

意義
ニコニコボックスは「小さな喜びを大きな奉仕につなげる」象徴的な活動といえます。善意が集まり、クラブの連帯感
を深める役割も果たしています。また、気軽に参加できる寄付の形であるため、ロータリー活動を身近に感じるきっか

けにもなっています。

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間
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つくば学園ロータリークラブ 　Be Together （変わらないために変わる）
〒 305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-10-1 ヴェルドミール 105 号室
TEL： 029-858-0100 FAX：029-858-0101
例会日：木曜日　１２：３０～１３：３０
例会場：ホテル日航つくば
〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 1 丁目 1364-1

ホームページもご覧ください　⇒
http://www.46gama.com/

１．真実かどうか
２．みんなに公平化
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

4つのテスト

つくばオールロータリアン FaceBook 同好会は、つくばの３クラブのロータリアンと
ロータアクト、インターアクトの情報などを FaceBook 上で共有しています。

【つくば学園・つくばシティ・つくばサンライズ・ローターアクト】
公開   https://www.facebook.com/tsukubagakuenrc/?fref=ts
非公開  https://www.facebook.com/groups/1482018048750125/?fref=ts

皆様、ぜひご活用ください

公開 QR コード 非公開 QR コード

友好クラブ

第 2650地区
京都山城ロータリークラブ

時は今　ところ足元　そのことに　打ち込
む命　永久の御命　（椎尾弁筐　御作）
https://www.rid2820.jp/

2025-2026年度 ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォメッセージ

2025-2026年度 第 2820地区ガバナー　瀬戸　隆海ガバナー地区行動指針

友好クラブ　第 2650 地区　京都山城ロータリークラブ

出席報告
76名／ 105名中	 72.38％
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例会予定
■ 09 月 25 日（水）　** 休会 **（9/27 の移動例会へ振替）
■ 09 月 27 日（土）  18:00 ～ 20:00
  移動例会 残暑 BBQ パーティー
  会場：ゆかりの森 バーベキュー会場
  スケジュール：
  17:30 受付開始
  18:00 開会
  20:00 閉会

■ 10 月 2 日（木） 11:00 ～ 12:00
  理事会 2025-26 年度理事会メンバー各位
  ※会場：ホテルグランド東雲
  12:30 ～ 13:30
  例会（移動例会   ※会場：ホテルグランド東雲）
  招待卓話　つくば青年会議所 理事長 斉藤淳一様

■ 10 月 9 日（木） 12：30 ～ 13：30
  例会　
  出前卓話「ロータリー財団月間に因んで」

■ 10 月 16 日（木） 12：30 ～ 13：30
  例会
  イニシエーションスピーチ / 米山奨学生卓話（検討中）

■ 10 月 23 日（木） ** 休会 **（10/26 へ振替のため）

■ 10 月 26 日（日） ** 移動例会 **「世界ポリオデー 2820」
  ※詳細は後日ご案内いたします。

■ 10 月 30 日（木） ** 休会 **（定款細則第 7 条第 1 節（d）により）

本日のお客様

ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間ロータリー特別月間　9月：基本的教育と識学向上月間


